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はじめに ∗

今年度の数値予報研修テキスト では、 前半で数値解析予報システムに適用した最近の更新

について説明する。 第 1章では今年 5月に全球モデルに導入した新しい物理過程と力学過程

についてその変更の概要と特性変化を述べるとともに、 1月に週間予報と台風予報のアンサ

ンブル予報システムを統合して誕生した全球アンサンブル予報システムについて紹介する。

第 2章では 2月にメソモデルに導入した新しい物理過程と力学過程についてその変更の概要

と特性変化を述べるとともに、 7月に導入した新しい毎時大気解析について紹介する。 第 3

章では、 昨年 9月から今年 7月までに実施した観測データ利用技術の改善と新規観測データ

の同化について述べる。 第 4章では今年 6月に改良した降水ガイダンスと昨年 11月に改良

した格子気温ガイダンス、 そして今年 5月に実施した着氷指数の導入と積乱雲頂高度予測の

改良について述べる。 後半は第 5章で、 来年 6月に稼働する新しい数値解析予報システムに

ついて紹介する。

本誌に記すように、 この一年も数々の更新を数値解析予報システムへ適用し予報精度の向

上を図ってきた。 これらはいずれも現システムにおける集大成と言えるもので、 次期システ

ムへの移行を控えたこの時期に一気に結実させたものである。 こう したプログラム更新で

は、 プログラムの動作や出力結果の評価・ 検証を繰り返し実施し、 その効果や影響が設計意

図に合致し矛盾のないことを確認した上で、 予報精度はもちろんのこと 、 計算所要時間や計

算安定性など現業運用に必須の諸性能を厳正に審査した上で実用化の是非を判断している。

予報精度の評価に当たっては、 様々な指標を用いて多角的に予報特性を把握するとともに、

計算手順の科学的妥当性や今後に続く 改善・ 精緻化の方向性も十分吟味し、 持続的な性能向

上を図れるよう努めている。 このようにモデル技術開発に携わる職員一同の並々ならぬ熱意

と弛みない努力が数値予報の性能向上を支えているのである。

数値予報研修テキスト は今年で通算 50号となった。 予報現場で数値予報を利用する担当

者に向けて、 数値予報の変遷や特性の変化、 利用上の留意点等を伝え続けて半世紀を迎え

る。 今後も予報担当者に数値予報を有効に利用して頂けるよう 、 適切な情報発信に努めて参

り たい。

* 松村 崇行
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